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強相関電子系 における超伝導機構の 多様性

三 宅 和正 ： 大阪大学大学院基礎工 学研究科

　 重い 電子系を始め とする強相関電子系 の 超伝導機構は非 フ ォ ノ ン機構で あろ うとい うコ ンセ

ンサ スは ある と 思われ る 。しか し 、そ の ノ
ーマ ル 状態の 性質は 、フ ェ ル ミ液体論で 記述可能な場

合 と磁気的量子臨界点近傍の よ うに非フ ェ ルミ 液体で あ っ て 単純な フ ェ ル ミ液体論で は記述不可

能な場合がある。また 、フ ェ ル ミ液体で あ っ て も UPt3 の よ うに 異常な フ ェ ル ミ液体状態 に ある

もの ある 。 こ の 他に も強い相 関をもつ 電子 の数が 複数 ある場合には フ ェ ル ミ液体状態は 、f1の 電

子 配置 を基本 とする Ce を含む 重い 電子 系 とは異なる様相を も っ て い る e 　Ce 系で あ っ て も磁気的

自由度だ けで な く軌道間の相 関が 重要にな る場合 もある 。したが っ て 、 超伝導の 機構 （引力 の起
源 ）も多様性をも つ と考え る の が 自然で あろ う。講演で は当研究グル

ープで 行 っ て きた 研究の 中

か らノ
ーマ ル 状態 とそ の 相互作用に 関し て い くつ か の 例を議論した い 。

【口頭 34亅

相関の 強い電子系の 超伝導の 理 論の 発展

山 田 耕作 ： 京都大学大学院理学研究科

　 相関の 強い 電子系の 超伝導の 理論の 発展と統一的理解に つ い て 述 べ る 。最近、研究室で 取 り

組んで い る転移温 度決定の 機構に つ い て詳し く議論する。こ の 機構は すべ て の 強相関電子 系の 超

伝導に共通の もの で ある。それ は 次の 2 点で ある 。

1．　 質量の 繰 り込 み因子 に よ っ て 準粒子 のバ ン ド幅が決 まる。こ の エ ネルギ ー
幅が 系の エ ネ

　 ルギース ケール を決める 。

2．　 準粒子 問相互作用の 運動量依存性 とその 強さに よ っ て 、電子対の 対称性と Tc やギャ ッ プ

　 の 大きさが 決まる。

　 1．は主に等方的成分で 決ま り、後者 2 ．は異方的成分のみ で 決まる 。したが っ て 、有効質量

を正 し く求め る こ とは Te を決定する 上で不可欠で ある。 こ の こ とは dや ノ電子を他の 電子と区別

することが必要に な り、Hubbard モデルがふ さわ し くな い場合 もあ る こ とに注意すべ き で ある。
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